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設
立
当
時
の
結
成
趣
意
書
に
思
う

設
立
当
時
の
結
成
趣
意
書
に
思
う

～
創
立
六
十
周
年
の
節
目
に
当
た
っ
て
～

～
創
立
六
十
周
年
の
節
目
に
当
た
っ
て
～

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

会
　
長
　
福
　
士
　
寛
　
樹

会
長
あ
い
さ
つ

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
が
昭
和
四
十
年
四
月
九
日
に

結
成
さ
れ
て
か
ら
令
和
七
年
四

月
九
日
で
満
六
十
歳
、
無
事
還

暦
を
迎
え
た
。

　

本
会
の
設
立
、
全
国
連
合
退

職
校
長
会
の
一
員
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
東

京
都
退
職
校
長
会
結
成
準
備
委

員
会
か
ら
「
全
国
連
合
退
職
校

長
会
結
成
趣
意
書
」
が
送
付
さ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

抜
粋
し
て
紹
介
し
た
い
。

　
『
戦
後
す
で
に
二
十
年
、
わ

が
教
育
界
は
、
今
な
お
混
迷
を

続
け
、
憂
慮
す
べ
き
幾
多
の
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
真
の
日
本
人
教
育
の
確
立
、

偏
向
教
育
の
是
正
、
道
徳
教
育

の
振
興
、
非
行
青
少
年
の
対
策
、

社
会
道
義
の
高
揚
、
家
庭
教
育

の
改
善
、
教
員
養
成
制
度
の
改

革
等
、
い
ず
れ
も
速
や
か
に
解

決
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず

各
都
道
府
県
に
お
い
て
そ
の
地

域
の
小
・
中
・
高
校
の
退
職
校

長
が
団
結
し
て
都
道
府
県
の
退

職
校
長
会
を
組
織
し
、
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
現
職

校
長
と
提
携
し
て
教
育
振
興
に

努
力
し
、
さ
ら
に
大
同
団
結
し

て
全
国
退
職
校
長
会
を
結
成

し
、
中
正
健
全
な
る
教
育
世
論

の
喚
起
に
努
め
、
我
が
国
教
育

再
建
の
事
業
に
寄
与
せ
ん
こ
と

を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
の
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、
教
育
界
に
人
材
を

誘
致
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
現
職
教
員
の

地
位
待
遇
の
向
上
を
図
る
べ
き

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
更
に

退
職
者
の
処
遇
を
改
善
し
て
そ

の
生
活
の
安
定
を
得
し
め
る
こ

と
が
極
め
て
緊
要
で
あ
る
。

　

こ
の
会
は
政
治
的
に
も
思
想

的
に
も
中
立
を
堅
持
し
、
如
何

な
る
政
党
に
も
思
想
団
体
に
も

偏
す
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
そ

の
存
在
を
続
け
て
我
が
国
教
育

の
振
興
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。』

　

趣
意
書
に
は
、
昭
和
三
十
九

年
当
時
の
我
が
国
教
育
界
の
現

状
や
教
育
の
振
興
、
恩
給
や
年

金
の
充
実
と
生
活
安
定
、
本
会

結
成
の
目
的
と
立
ち
位
置
な
ど

課
題
解
決
へ
の
決
意
が
十
分
に

伝
わ
っ
て
共
感
で
き
、
先
達
が

こ
ぞ
っ
て
入
会
し
た
の
も
う
な

ず
け
る
。

　

本
会
は
、
先
達
の
熱
き
思
い

に
応
え
、
繋
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
わ
れ
わ
れ
が

で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
学
校
や

教
育
行
政
の
応
援
団
と
し
て
組

織
的
に
そ
し
て
精
力
的
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
、

具
体
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
う
。
学
校
教
育

現
場
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と

も
に
小
中
学
校
長
や
高
等
学
校

長
の
意
見
や
考
え
を
丁
寧
に
拝

聴
し
、
要
望
活
動
に
つ
な
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
先
生

方
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
魅
力
的

な
教
育
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
、

県
教
委
や
市
町
村
教
委
の
施
策

や
事
業
に
協
力
し
、
課
題
解
決

へ
の
一
助
と
な
る
よ
う
頑
張
り

続
け
る
こ
と
が
、
人
生
百
年
時

代
に
相
応
し
い
持
続
可
能
な
本

会
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
う
。

　

今
か
ら
二
年
間
、
東
北
協
議

会
の
事
務
局
を
担
う
。
東
北
各

県
と
連
携
し
、
全
連
退
は
も
と

よ
り
、
中
央
省
庁
に
も
意
見
や

要
望
を
直
接
具
申
で
き
る
機
会

を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

全
国
的
に
も
会
員
減
少
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
県
事
務
局

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
加
え
、
入
会
者
へ
の
勧
誘
活

動
を
工
夫
し
た
り
、
活
動
を
よ

り
可
視
化
し
た
り
、
新
た
な
学

校
支
援
策
を
提
案
し
た
り
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
県

内
十
六
支
部
の
皆
様
に
も
、
支

部
活
動
の
充
実
と
現
役
校
長
と

の
か
か
わ
り
を
さ
ら
に
工
夫
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
過
去

五
年
間
程
度
に
遡
っ
て
未
入
会

者
へ
の
再
勧
誘
を
し
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
会
員
の
加
入
率
向

上
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
、「
意
思
が
あ
れ
ば　

道
は
開
け
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
ば
を
胸
に
課
題
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決
し
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
魅
力
あ

る
持
続
可
能
な
会
運
営
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
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令
和
七
年
度

令
和
七
年
度    

評
議
員
会
報
告

評
議
員
会
報
告

・
第
五
十
九
回
県
大
会
会
津
大
会
は
支
部
の
特
性
を
活
か
し
開
催

・
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
副
会
長
五
名
、
新
監
事
三
名
を
選
任

　

評
議
員
会
は
、
令
和
七
年
四

月
二
十
五
日（
金
）、
福
島
市
吾

妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
な
お
、
会
に
先
立
ち
、
研

修
会
と
し
て
福
島
県
教
育
庁
特

別
支
援
教
育
課
長
様
よ
り
講
話

を
い
た
だ
い
た
。

一
　
会
長
あ
い
さ
つ

二
　
報
告

○
令
和
六
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

○
令
和
六
年
度
会
計
決
算
報
告

に
つ
い
て

・
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
ぬ

く
も
り
基
金

・
監
査
報
告

　
（
決
算
報
告
、
ぬ
く
も
り
基

金
は
下
記
を
参
照
）

○
慶
弔
関
係
に
つ
い
て

・
令
和
六
年
高
齢
者
叙
勲
三
十

三
名
（
前
年
比
四
名
減
）

・
令
和
六
年
度
物
故
会
員
九
十

二
名
（
前
年
度
比
十
二
名

減
）

○
新
入
会
員
加
入
勧
誘
予
定
者

数
に
つ
い
て

・
小
学
校
六
十
六
名
・
中
学
校

四
十
三
名
・
高
等
学
校
十
三

名
・
特
別
支
援
学
校
四
名
、

計
百
二
十
六
名
（
前
年
度
比

十
六
名
増
）

○
新
入
会
員
の
勧
誘
並
び
に
事

務
手
続
き
の
確
認
に
つ
い
て

○
広
報
部
の
活
動
に
つ
い
て

・
平
成
七
・
八
年
度
の
「
松
風
」

発
行
は
年
三
回
、「
東
北
地

区
情
報
」
は
年
一
回

三
　
協
議

　

協
議
の
う
え
、
下
記
の
項
目

は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

○
令
和
七
年
度
活
動
の
重
点
目

標
（
案
）
に
つ
い
て

　
（
重
点
目
標
は
三
頁
参
照
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）

・
社
会
貢
献
活
動
推
進
概
念
図

○
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
予
算
編
成
の
方

針
（
案
）、
会
計
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
（
予
算
は
左
記
）

○
第
五
十
九
回
福
島
県
公
立
学

校
退
職
校
長
会
会
津
大
会
に

つ
い
て
（
案
）

・
「
大
会
宣
言
」「
県
大
会
及
び

体
験
発
表
支
部
」
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
要
望
活
動

（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
七
年
度
教
育
懇
談
会
開

催
要
項
（
案
）
に
つ
い
て

○
役
員
改
選

・
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

四
　
事
務
連
絡

○
令
和
七
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
七
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
者

名
簿
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
「
支
部
事
務
の

手
引
き
」
に
つ
い
て

○
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
配
付

方
法
に
つ
い
て

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

令和６年度会計決算報告
収入総額…………………………	4,067,889円
　内訳・会　費	 3,5０６,７００円
　　　・雑収入	 ８3,２９４円
　　　・繰越金	 ４７７,８９5円
支出総額…………………………	3,902,240円
　内訳・会議費	 ４９８,3２5円
　　　・事務費	 ４3７,０４７円
　　　・事業費	 １,８８3,６２８円
　　　・会費・負担金	 ９3８,２４０円
　　　・積立金	 １3０,０００円
　　　・予備費	 １5,０００円
差引残額……………………………165,649円
※差引残額は次年度への繰越金とする。

令和７年度会計予算書
収入総額…………………………3,667,149円
　内訳・会　費	 3,４２１,5００円
　　　・雑収入	 ８０,０００円
　　　・繰越金	 １６5,６４９円
支出総額…………………………3,667,149円
　内訳・会議費	 5１２,２００円
　　　・事務費	 ４４９,０００円
　　　・事業費	 １,６3８,０００円
　　　・会費・負担金	 ９3０,０００円
　　　・積立金	 １２０,０００円
　　　・予備費	 １７,９４９円
差引残額……………………………………0円

評議員会の様子

令和６年度ぬくもり基金決算報告
収入総額………………735,216円
内訳・繰越金	 ７3４,９１８円
　　・利　子	 ２９８円
支出総額………………120,000円
・東北地区協議会助成金	 ６０,０００円
・会津大会助成金	 ６０,０００円
差引残額………………615,216円
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私
の
初
任
地
は
保
原
高
等

学
校
定
時
制
課
程
だ
っ
た
。

地
元
で
採
用
さ
れ
た
こ
と
に

驚
き
、
定
時
制
課
程
と
聞
い

て
ま
た
驚
き
。
こ
こ
か
ら
私

の
教
員
人
生
が
始
ま
っ
た
。

　

当
時
、学
校
で
は
「
フ
ァ
ッ

ク
ス
」
を
用
い
て
印
刷
原
稿

を
作
成
す
る
か
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
原
紙
に
直
接
文
字
を
書
い

て
資
料
を
作
成
し
て
い
た
。

文
字
が
あ
ま
り
得
意
で
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
和

文
タ
イ
プ

を
利
用
し

て
原
稿
を

作
成
す
る

こ
と
も

多
々
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
異
動
先
の
学

校
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
て
原
稿
の
記
憶
を

行
う
形
式
の
ワ
ー
プ
ロ
が
一

台
導
入
さ
れ
た
が
、
録
音
の

音
声
が
不
十
分
で
、
せ
っ
か

く
書
い
た
原
稿
が
使
用
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

次
第
に
ワ
ー
プ
ロ
が
普
及
す

る
と
、
私
自
身
も
専
用
の

ワ
ー
プ
ロ
を
購
入
し
、
教
材

作
成
な
ど
に
活
用
す
る
よ
う

な
っ
た
。

　

県
の
初
任
者
研
修
の
研
修
員

時
代
に
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

搭
載
の
パ
ソ
コ
ン
が
新
た
に
導

入
さ
れ
、
一
太
郎
で
原
稿
を
作

成
し
た
り
、
ロ
ー
タ
ス
で
表
計

算
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
教
育
セ
ン
タ
ー

時
代
に
は
、
自
宅
に
も
パ
ソ
コ

ン
を
設
置
し
て
メ
ー
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
今
で
は
、
家

庭
内
に
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な

く
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
存
在
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
私
は
私
立
高
校
で
非

常
勤
講
師
を
務
め
て
い
る
。
生

徒
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、
自
由
な
発
表
や
資
料
作

成
、
課
題
の
提
出
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
も
学

校
統
合
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
出

欠
管
理
、
連
絡
事
項
の
取
り
ま

と
め
、
成
績
管
理
な
ど
を
行

い
、
授
業
で
は
各
種
機
器
を
利

用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

教
育
機
器
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
く
、
学
習
指
導
や
学
校

運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
た
。
し
か
し
、
機
器
の

活
用
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を

生
み
出
し
て
い
る
の
か
、
機

器
を
使
い
こ
な
す
こ
と
よ
り

も
む
し
ろ
機
器
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

長
年
の
教
師
経
験
を
通
じ

て
身
に
つ
け
た

指
導
方
法
や
、

生
徒
の
特
性
に

合
わ
せ
た
工
夫

に
満
ち
た
授
業

を
懐
か
し
く
感

じ
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と

自
分
が
時
流
に
対
す
る
柔
軟

性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
結
果

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思

う
。
本
当
に
子
供
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
内
容

や
教
育
方
法
、
教
員
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
現
状
を
把
握

し
た
う
え
で
、
改
め
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
る
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
坂
　
爪
　
靖
　
夫

教
育
機
器
等
の
変
遷
と
私

令
和
七
年
度

�

重
点
目
標

　

次
の
項
目
が
本
年
度
の
重
点

目
標
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

○
本
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す

る
。

・
会
員
減
少
と
高
齢
化
へ
の
対

応
（
役
職
定
年
者
と
未
加
入

会
員
へ
の
勧
誘
）

・
学
校
・
現
役
校
長
・
教
育
委

員
会
等
に
対
す
る
協
力

・
社
会
貢
献
活
動
等
の
奨
励
と

活
動
機
会
の
拡
充

・
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
の
一

層
の
推
進
と
、
広
報
誌
「
松

風
」・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
・
要
望
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

○
県
小
・
中
校
長
会
及
び
高
等

学
校
長
協
会
、
県
教
育
委
員

会
か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え

る
と
と
も
に
、
支
部
間
の
連

絡
調
整
を
強
化
し
、
学
校
支

援
事
業
、
地
域
学
校
協
働
活

動
な
ど
、
教
育
振
興
の
た
め

の
社
会
貢
献
活
動
等
の
充
実

と
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

県
教
育
委
員
会
・
福
島
大
学

等
と
の
連
携
に
よ
り
教
員
の

魅
力
発
信
を
継
続
す
る
。

○
「
双
葉
の
灯
を
消
さ
な
い
」

よ
う
、
被
災
・
避
難
さ
れ
た

支
部
・
会
員
へ
の
支
援
活
動

を
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動
を

継
続
す
る
。

○
県
大
会
は
、
開
催
支
部
の
特

性
を
踏
ま
え
、
運
営
や
大
会

宣
言
を
工
夫
す
る
な
ど
充
実

を
図
る
。

○
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議

会
事
務
局
と
し
て
東
北
各
県

や
全
連
退
と
の
連
携
を
深
め

る
。

　

特
別
支
援
教
育
制
度
の
変

化
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け

た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、
福
島
県
の
特
別

支
援
教
育
の
取
組
や
現
状
等
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

評
議
員
会
研
修
会
　
講
話

「
本
県
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
」

福
島
県
教
育
庁
特
別
支
援
教
育

�

　
課
長
　
齋
藤
　
成
子�

様
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令和７年度　福島県公立学校退職校長会役員名簿 （令和７年４月25日現在）
（敬称略）

顧　　　問
　佐藤　昌志 　小野　孝雄 　室井　君男
　佐藤俊市郎

会　　　長 　福士　寛樹

副　会　長
・蓬田　吉穂 ・須田　元大 ・菊池　芳次
・林　宗一郎 ・坂爪　靖夫

監　　　事 ・古張　金一 ・目黒健一郎 ・小野田敏之

評　議　員

（福　島） 　鈴木　昭雄 　持地　隆一
（伊　達） 　蓬田　吉穂 ・高橋　　孝
（安　達） ・佐藤　英之 ・渡部　祐司
（郡　山） ・村上　利行 　皆川　　晃
（岩　瀬） 　須田　元大 ・薄井　英一
（石　川） ・内田　賢壽 　矢吹　伸一
（田　村） ・管野　正秀 ・高橋　秀章
（西白河） 　鈴木　且雪 ・角田彰三郎
（東白川） 　古張　金一 　永山　陽一
（北会津） ・菊池　芳次 ・佐藤　清美
（耶　麻） 　阿部　充也 ・大場　健哉
（両　沼） 　目黒健一郎 ・山口　　健

評　議　員

（南会津） 　齋藤　修一 　星　裕次郎
（相　馬） ・林　宗一郎 ・午來　勝顕
（双　葉） 　小野田敏之 ・鈴木　孝彦
（いわき） 　沢　　宏一 　村田　　哲

理　　　事

　峯島　和彦 　浅野テル子 　安田喜市郎
　野崎　修司 　勝見　五月 　渡辺　勝則
　長岐　　博 　小檜山宗浩 　吉田　　務
　宍戸　弘治

常 任 理 事
（事務局）

（事務局長） ・鈴木　　博
（事務局次長） ・内藤　良行
（総　　務） 　内藤良行（兼）・大和田　修

・原　　美子 ・高橋　正之
・中村　　徹

（会　　計） 　吉岡　映子 　根本　幸枝
（調　　査） 　橘内　　薫 　佐藤　秀雄
（広　　報） 　二瓶　洋允 　佐藤　洋一

・印は新任

　

令
和
七
年
三
月
十
一
日

（
火
）、
令
和
六
年
度
理
事
会
が

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
報
告
事
項
、
協
議

事
項
と
も
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
に
先
立
ち
、
研
修

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度  

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

《
新
役
員
紹
介
》

編

集

後

記

　

令
和
七
・
八
年
度
は
、
本
県

が
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議

会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、「
松
風
」
を
三
回
、

「
東
北
地
区
情
報
」
を
一
回
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
諸
会
議
等
で
広
報
紙
等

を
配
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
各
支
部
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
と
し
て
福
島
県
教
育
庁
健
康

教
育
課
長
様
よ
り
、
講
話
を
い

た
だ
い
た
。

理事会の様子

　

役
員
改
選
に
よ
り
副
会
長
、

監
事
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
副

会
長
五
名
、
監
事
三
名
が
選
任

さ
れ
た
。（
敬
称
略
）

◇
監
事

蓬田　吉穂
（県　北）

古張　金一
（県中南）

須田　元大
（県中南）

目黒健一郎
（会　津）

菊池　芳次
（会　津）

小野田　敏之
（浜）

林　宗一郎
（浜）

坂爪　靖夫
（県事務局）

◇
副
会
長

　

次
世
代
教
育
、
格
差
解
消
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
三
つ
の
視
点

か
ら
健
康
教
育
を
捉
え
直
し
、

健
康
教
育
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
へ
の
転
換
、
健
康
教
育
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
、
健
康

手
帳
の
活
用
な
ど
の
取
組
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

講
話

「
ふ
く
し
ま
っ
子
の
健
康
」

福
島
県
教
育
庁
健
康
教
育
課
長

�

木
幡
　
　
健�

様


